
 
 

    

 施 策 提 言 の 要 約  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現 

状 

行 政 

住民 
・ニーズの多様化 
・既存のサービスの廃止や 
縮小には反対 

議会 
・先進市の施策実施を要望 
（→事業費の増大） 

国・県 
・地方分権による権限移譲 
 （→事務量の増加） 
・行政改革による職員削減 

経済・環境 
・経済不況による税収減 
・少子高齢社会による税収減 

課 
 
 

題 

行政評価は機能してる
の？ 
・今の事業は本当に必要？ 
・費用対効果はどうなの？ 
・事業の評価は出来てる？ 
・「最小の費用、最大の効果」 
 を念頭に事業の実施、見直 
しは行っているの？ 

・行政評価に過剰な人件費が 
 かかってない？ 
・行政評価と実施計画、予算 
編成との連携は？ 

・事業仕分けによる評価は有 
効か 

予算編成・配分は適切？ 
・税金は本当に必要な場所に 
使われてる？ 

・事業担当でスクラップ・ア 
ンド・ビルドを行った上で 
予算要求してる？ 

・総合計画や実施計画との整 
合性はとれてる？ 

・事業担当は予算の最終決定 
権を財政担当に求めていな 
いか？ 

・専門的知識のない財政担当 
の査定は適切か？ 

・シーリングや枠配分による 
予算編成は適切か？ 

住民、議員、職員の認識
は？ 
・自治体のおかれている厳し 
い状況を理解しているか？ 

・行政に全ての面でのサービ 
スを求め続けることは良い 
か？ 

目 

標 
一般に行われている行政評価や予算編成の手続きや流れを改善することにより、

行政評価から予算編成までの事務において、職員の負担の少ない、効率の良い 

≪最小費用・最大効果を実現するための事務フロー≫を見出せないか 

提 
 
 

言 

≪最小費用・最大効果を実現するための事務フロー≫実現のために… 

１ 政策に反映するための評価システムの構築 
・職員負担軽減のため評価対象の絞り込み 
・毎年の事務事業評価と定年による施策レベルの評価の複合式 
・住民など外部の意見を取入れた評価 など 

２ 行政評価と連携する予算体系と事業担当主導の弾力的運用可能な予算配分 
・部単位から政策単位へ配分する枠予算 
・複数年を見越した予算配分 
・財政担当から事業担当への予算編成権の移譲 など 

これらを複合的に組合せたハイブリッド型システムの構築を目指す。 
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